
技術系人材育成小委員会報告 

＝準会員の皆様へのアンケート準備中＝ 

 
研修委員会では、準会員である修習技術者の皆さんにとって、技術士へ向け

た支援プロセスの仕組みは如何にあるべきかを主なテーマとして、1 年半にわた

り若手の人材育成のあり方について検討してきました。その参考資料としたく、

現行の初期専門能力開発（IPD：Initial Professional Development）の仕組

みやあるべき姿などについて、準会員の皆さんを対象として、日本技術士会に

期待する内容や要望を把握するためにアンケートを行い分析・評価する準備を

すすめています。まもなく、3800 名の準会員の皆様へアンケートをお送り致し

ます。 
よろしくご協力をお願いします。 



                 2010.12. 9 改 

研修委員会 
 

「修習技術者制度」初期専門能力開発に関するアンケートについて（案） 
 

（アンケートの主旨） 

研修委員会は、修習技術者制度の初期専門能力開発段階における自己研鑽の重要性に鑑み、技

術士の資質向上を目指した「技術士 CPD（継続研鑽）制度」と同じように、修習技術者の技術能力向上

において最も成長する時期である初期専門能力開発について検討中である。 

検討にあたり、現行の初期専門能力開発に関する仕組み及びあるべき姿などについて、修習技術

者を対象にアンケートし分析評価する。また、修習技術者が真に日本技術士会に期待する内容を把握

し、要求されるサービスの実現に向け条件整備していくことも合わせて検討する。 

研修委員会は、修習技術者の現状を把握し、修習技術者の取組みや要望などを整理のうえ分析・

評価し、初期専門能力開発制度の検討を行う。 

 

（修習技術者のＩＰＤと技術士ＣＰＤ・・・） 

将来の技術士を目指す修習技術者は、継続的な修習が必要であり、また第一次試験合格者（また

は認定された教育課程の修了者）の実務経験を積む過程は、専門技術者へと成長しつづけていく過

程であると位置付けられている。 

日本技術士会は、修習技術者が技術能力を高めていく初期の修習課程を「初期専門能力開発    

（ＩＰＤ：Ｉｎｉｔｉａｌ Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ）」と呼び、将来の技術士にふさわしい専門的学識お

よび高等の専門的応用能力と適性を身につけるため『修習技術者のための修習ガイドブック』により、

修習環境や基本課題（修習事項）、備えるべき能力基準（達成目標、能力要件）などを示し、さらにはマ

ネジメントサイクルＰＤＣＡに基づく指導者・修習者の展開プログラムや日本技術士会が提供するカリキ

ュラムなどを具体的に示している。 

一方、技術士は、技術士法第４７条２により“知識及び技能の水準を向上させ、資質向上に努めなけ

ればならない”と責務として位置付けられ、継続研鑽（ＣＰＤ：Continuing Professional Development）に

努めるため『技術士ＣＰＤガイドブック』により、ＣＰＤ区分や課題項目、ＣＰＤ時間・実績目標などを示し、

さらに技術士会はＣＰＤ記録・登録や登録証明書の発行、ＣＰＤ認定会員制度など公的証明書発行の

サービスを行う制度になっている。なお、ＣＰＤ記録は、「Ｗｅｂ」の登録が可能で、容易かつ迅速に安価

な手数料で電子化登録できる特徴がある。（注：「文書」でも登録可能） 

 

（修習技術者の IPD と技術士の CPD との違い） 

技術士のＣＰＤ実績や修習技術者のＩＰＤ実績を重視する傾向は、今後とも拡がることが予想され、

社会のニーズにあわせた制度の確立がますます重要になっている。 

修習技術者と技術士の能力開発において、 

○ 修習技術者のＩＰＤは、計画⇒実施⇒確認（「監督内容証明書」に適用）の自己自主管理 

○ 技術士のＣＰＤは、計画⇒実施⇒申請・登録⇒証明までシステムとして確立 

されている。 

 特に、修習技術者は、公共事業参画時のＣＰＤ記録の提出、関係学協会との連携によるＣＰＤ記録、

倫理要綱・行動基準に関するＣＰＤ記録などの実績について登録・証明の手段が限定されている一方、

経路１、経路２を歩む修習技術者を指導する立場の指導技術士、指導技術者からは適切な指導、助

言を行うために」IPD 記録を活用したいとの要望もある。 

以上



「修習技術者制度」初期専門能力開発に関するアンケートについて（案） 

１Ｑ１．技術士制度において、現在のあなたに該当する項目を一つ選んで下さい。 

１Ｑ２．あなたは修習技術者または技術士補（以下修習技術者という）になってから、どのくらいの年数ですか。 

回
答
者
の 

立
場 

１Ｑ３．現在のあなたの職業を一つ選んで下さい。 

１Ｑ４．あなたが技術士二次試験を受験する場合の技術部門を一つ選んで下さい。 

１Ｑ５．技術士二次試験受験には、３つの方法による実務経験が必要です。あなたはどの方法で実務経験を積む予
定ですか。一つ選んで下さい。 

１Ｑ６．技術士二次試験受験の実務経験において、あなたの所属する機関に指導者はおりますか。（複数選択も可） 

１Ｑ７．技術士二次試験の受験予定はいつ頃ですか。一つ選んで下さい。 

１Ｑ８．最初に受験した時期を選んで下さい。 

１Ｑ９．今後の受験予定を一つ選んで下さい。 

技
術
士
第
二
次
試
験
に
関
す
る
質
問 １Ｑ１０．技術士二次試験の受験回数を一つ選んで下さい。 

１Ｑ１１．修習技術者になってからの具体的な修習方法について選んで下さい。（複数選択も可） 修
習
／ 

実
務
経
験 １Ｑ１２．技術士二次試験受験要件である実務経験について、日本技術士会に支援を望みたいことはありますか。 

２Ｑ１．日本技術士会が提供している年間修習講座を知っていますか。 

２Ｑ２．日本技術士会が提供している研修講座と研修行事を活用していますか。 

２Ｑ３．日本技術士会発行「修習技術者のための修習ガイドブック」（以下「ガイドブック」という）を知っていますか。
（持っていますか。使っていますか。） 

２Ｑ４．「ガイドブック」に則り、修習計画を作成して修習を実施していますか。 

２Ｑ５．「ガイドブック」には、経歴を積んでいくための事例を掲載してありますが有効に活用していますか。 

２Ｑ６．「ガイドブック」の具体的な活用事例を紹介して下さい。 

２Ｑ７．「ガイドブック」に追加希望する記載内容を紹介して下さい。 

２Ｑ８．修習を実施するうえで、日本技術士会に支援を期待する事項を選んで下さい。（複数選択も可） 

２Ｑ９．「ガイドブック」は、技術士二次試験（筆記）を受験するための IPD として有効ですか。 

２Ｑ１０．「ガイドブック」は、技術士二次試験（口頭）を受験するための IPD として有効ですか。 

２Ｑ１１．技術士二次試験（筆記）受験に向け、具体的な受験準備方法を選んで下さい。（複数選択も可） 

Ｉ
Ｐ
Ｄ
制
度
・ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
関
す
る
質
問 

２Ｑ１２．修習技術者として、日本技術士会に最も期待することは何ですか。下記項目にあれば選んで下さい。 
項目以外は自由に記載して下さい。 

３Ｑ１．技術士二次試験に合格し技術士になった場合、正会員として日本技術士会に入会しますか。 
（選択後の指示あり） 

３Ｑ２．入会する主な目的は何ですか。（複数選択も可） 

３Ｑ３．技術士になっても、正会員として日本技術士会に入会しない理由は何ですか。（複数選択も可） 

3Q４．入会可否で悩む理由は何ですか。（複数選択も可能です） 

技
術
士
会
への
入
会 

３Ｑ５．技術士二次試験の準備において苦労していることがありましたら参考にお聞かせ下さい。 
また、日本技術士会への要望がありましたらあわせてお聞かせ下さい。 

４Ｑ１．所属する部会または支部（以下、部会・支部という）の活動内容をおおよそ知っていますか。 

４Ｑ２．所属する部会・支部の活動内容をどのようにして知り得ますか。 

４Ｑ３．所属する部会・支部の活動に、おおよそどの位の頻度で参加していますか。 

４Ｑ４．部会・支部の活動にほとんど参加していない理由をお聞かせ下さい。 

４Ｑ５．部会・支部の活動は、二次試験を受験するための IPD として有効ですか。 

部
会
に
つ
い
て
の
質
問 

４Ｑ６．修習技術者として部会に希望したいことをお聞かせ下さい。 
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１．アンケート対象者の基本データ 

 技術士制度において、あなたの立場をお答え下さい。 

 

１Ｑ１．技術士制度において、現在のあなたに該当する項目を一つ選んで下さい。 

    □ 修習技術者（技術士一次試験合格者） 

    □ 修習技術者（認定された教育課程（ＪＡＢＥＥ）の修了者） 

    □ 技術士補（技術士補登録者） 

    □ その他（                 ） 

 

１Ｑ２．あなたは修習技術者または技術士補（以下修習技術者という）になってから、どのくらいの年数

ですか。 

    □ １年以内     □ ２年程度      □ ３年程度      □ ４年程度 

    □ ５年程度     □ ５年～７年程度  □ ８年～９年程度  □ 10 年以上 

 

１Ｑ３．現在のあなたの職業を一つ選んで下さい。 

    □ 公務員      □ 団体職員    □ 会社員    □ 教育関係者    □ 学生 

    □ 個人事業者   □ 一般・その他 

 

１Ｑ４．あなたが技術士二次試験を受験する場合の技術部門を一つ選んで下さい。 

    □ 機械    □ 船舶・海洋  □ 航空・宇宙  □ 電気電子   □ 化学  □ 繊維 

    □ 金属    □ 資源  □ 建設  □ 上下水道  □ 衛生工学  □ 農業 

     □ 森林    □ 水産  □ 経営工学   □ 情報工学  □ 応用理学   

□ 生物工学   □ 環境   □ 原子力・放射線   □ 総合技術監理 

 

１Ｑ５．技術士二次試験受験には、３つの方法による実務経験が必要です。あなたはどの方法で実務 

    経験を積む予定ですか。一つ選んで下さい。 

    □ 技術士補に登録し、指導技術士の下で４年間（総合技術監理部門は７年）を超える期間の 

         実務経験を積む。 

    □ 優れた指導技術者の下で４年間（総合技術監理部門は７年）を超える期間の実務経験を積  

         む。 

    □ ７年を超える期間（総合技術監理部門は 10 年）の独自の実務経験を積む。 

 

１Ｑ６．技術士二次試験受験の実務経験において、あなたの所属する機関に指導者はおりますか。 

（複数選択も可） 

    □ 指導技術士がいる。 

    □ 指導技術者がいる。 

□ 指導技術士、指導技術者もいない。 

    □ その他（                 ） 

 

１Ｑ７．技術士二次試験の受験予定はいつ頃ですか。一つ選んで下さい。 

□ 既に受験した。 

□ これから受験する予定である。（１Ｑ９．に進んで下さい） 

    □ 当面、受験予定はない。（１Ｑ１０．に進んで下さい） 
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１Ｑ８．最初に受験した時期を選んで下さい。 

    □ 平成１８年度以前。 

    □ 平成１９年度。 

    □ 平成２０年度。 

    □ 平成２１年度。 

    □ 平成２２年度。 

 

１Ｑ９．今後の受験予定を一つ選んで下さい。 

    □ １年以内（次回試験）。 

    □ １～２年程度の準備期間を経て受験。 

    □ ３～４年程度の準備期間を経て受験。 

    □ ５年程度以上の準備期間を経て受験。 

    □ 今年度の二次試験の結果をみて判断する。 

    □ その他（                 ） 

 

１Ｑ１０．技術士二次試験の受験回数を一つ選んで下さい。 

    □ １回    □ ２回    □ ３回    □ ４回  □ ５回以上   □ 受けたことがない 

 

１Ｑ１１．修習技術者になってからの具体的な修習方法について選んで下さい。（複数選択も可） 

    □ 日本技術士会が行っているＣＰＤ（継続研鑽）行事に参加している。 

    □ 学協会が行っているＣＰＤ（継続研鑽）行事に参加している。 

    □ 企業内で行っているＣＰＤ（継続研鑽）行事に参加している。 

    □ 指導技術士の指導を受けている。 

□ 指導技術者の指導を受けている。 

□ 企業内のＯＪＴにより修習している。 

□ 特にＣＰＤ（継続研鑽）行事には参加していない。 

□ 独自学習を行っている。 

    □ その他（                 ） 

 

１Ｑ１２．技術士二次試験受験要件である実務経験について、日本技術士会に支援を望みたいことは

ありますか。 

    □ ＣＰＤ（継続研鑽）行事の参加記録を実務経験に加えて欲しい。 

□ 自分の所属組織には技術士がいないので、指導技術士を紹介して欲しい。 

□ 指導技術者の条件、手続き方法などについて教えて欲しい。 

    □ 実務経験に該当する業務の条件について教えて欲しい。 

    □ 実務経歴書の書き方について相談したい。 

    □ その他（実務経験に関する支援希望を自由に記載して下さい） 
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２．ＩＰＤ制度・ガイドブックに関するアンケート 

＜参考＞ 

 日本技術士会のＣＰＤ（継続研鑽）制度は、技術士法第４７条（技術士の資質向上の責務）に基づき、

技術士を対象に実施、申請、登録、監査する一連のシステムである。ＣＰＤ（継続研鑽）は、一般技術者

にもますます重要になっており、現在の技術士を対象とした制度を、修習技術者まで拡大サービスする

ことが期待されている。 

研修委員会は、修習技術者にも、技術士ＣＰＤ（継続研鑽）制度と同じようなサービスレベルに向上

するか否かを判断するため、あなたのＣＰＤ（継続研鑽）／ＩＰＤ（初期専門能力開発）に関する考えをお

聞かせ下さい。 

 

２Ｑ１．日本技術士会が提供している年間修習講座を知っていますか。 

    □ 知っている。 

    □ 知らない。 

    □ その他（                 ） 

 

２Ｑ２．日本技術士会が提供している研修講座と研修行事を活用していますか。 

    □ 研修講座と研修行事の両方を活用している。 

    □ 研修講座を活用しているが、研修行事は活用していない。 

    □ 研修講座は活用していないが、研修行事を活用している。 

    □ 研修講座、研修行事の両方とも活用していない。 

    □ その他（                 ） 

 

２Ｑ３．日本技術士会発行「修習技術者のための修習ガイドブック」（以下「ガイドブック」という）を知って

いますか。（持っていますか。使っていますか。） 

    □ 知っている。持っている。使っている。 

    □ 知っている。持っている。（使っていない） 

    □ 知っている。（持っていない）（使っていない） 

    □ 知らない。（持っていない）（使っていない）（２Q７．に進んで下さい） 

    □ その他（                 ） 

 

２Ｑ４．「ガイドブック」に則り、修習計画を作成して修習を実施していますか。 

□ 修習計画を作成して修習を実施している。 

    □ 修習計画は作成しているが、計画どおりの修習は実施していない。 

    □ 修習計画は作成していないが、修習は実施している。 

    □ 修習計画を作成していない。修習も実施していない。 

    □ その他（                 ） 

 

２Ｑ５．「ガイドブック」には、経歴を積んでいくための事例を掲載してありますが有効に活用していますか。 

    □ 活用している。 

    □ 活用していない。 

    □ 知らない。 

    □ その他（                 ） 
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２Ｑ６．「ガイドブック」の具体的な活用事例を紹介して下さい。 

 

 

 

 

 

 

２Ｑ７．「ガイドブック」に追加希望する記載内容を紹介して下さい。 

 

 

 

 

 

 

２Ｑ８．修習を実施するうえで、日本技術士会に支援を期待する事項を選んで下さい。（複数選択も可） 

    □ 修習プログラム事例の提供。       □ 修習プログラムに沿った研修会の実施。 

    □ 修習カリキュラムの作成方法。      □ 継続教育プログラムの提供。 

    □ 修習プログラムを実施する教材。    □ 指導技術士の条件、手続き。 

    □ 指導技術者の条件、手続き。      □ IPD 記録ｼｽﾃﾑによる管理。 

    □ 修習機会の地域間格差の是正。    □ 指導技術士の紹介。 

    □ その他（                 ）  

 

２Ｑ９．「ガイドブック」は、技術士二次試験（筆記）を受験するための IPD として有効ですか。 

    □ 大いに有効である。 

    □ どちらかと言えば有効である。 

    □ わからない。 

    □ 受験には有効でない。（受験にはほとんど役立たない） 

    □ 受験のための IPD としては全く有効でない。（受験には全く役立たない） 

    □ その他（                 ） 

 

２Ｑ１０．「ガイドブック」は、技術士二次試験（口頭）を受験するための IPD として有効ですか。 

    □ 大いに有効である。 

    □ どちらかと言えば有効である。 

    □ わからない。 

    □ 受験には有効でない。（受験にはほとんど役立たない） 

    □ 受験のための IPD としては全く有効でない。（受験には全く役立たない） 

    □ その他（                 ） 

 

２Ｑ１１．技術士二次試験（筆記）受験に向け、具体的な受験準備方法を選んで下さい。 

（複数選択も可） 

    □ 市販の過去問題集による受験準備。  □ 通信教育の受講。 

□ 実力養成講座などの受講。        □ 学・協会等発行資料による受験準備。 

□ 社内研修などの活用。           □ 「市販技術誌」（月刊誌など）による受験準備。 

□ 大学教材による受験準備。        □ その他（                   ） 
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２Ｑ１２．修習技術者として、日本技術士会にも期待することは何ですか。下記項目にあれば選んで下

さい。（複数選択も可） 

□ 技術士制度の普及・啓発。      □ 修習技術者への情報提供の強化。 

□ 技術士の知名度向上。        □ 他学協会との連携強化。 

□ JABEE への情報提供の強化。    □ 講演会、セミナーなどの案内。 

□ CPD・IPD 活動の登録・記録。    □ ガイドブックの改訂。 

□ 技術士独占業務の拡大。       □ 月例研修会教材の提供 

□ 技術士メリットの徹底。         □ 修習カリキュラムの提供。 

□ 修習カリキュラム実施教材の提供。 □ 技術士会費に見合った対価（質・量）の向上。 

□ その他（以下に自由記載） 
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３．技術士会への入会に関するアンケート 

 

３Ｑ１．技術士二次試験に合格し技術士になった場合、正会員として日本技術士会に入会しますか。 

    □ 入会する。 

    □ どちらとも言えない。（３Ｑ４．に進んで下さい） 

    □ 入会しない。（３Ｑ３．に進んで下さい） 

 

３Ｑ２．入会する主な目的は何ですか。（複数選択も可） 

    □ 技術士の資格を生かして業務を実施する。 

□ 日本技術士会の情報提供を受ける。 

□ 会員資格を有効に活用する。 

□ 技術士活動に参画する。 

□ その他（               ） 

 

３Ｑ３．技術士になっても、正会員として日本技術士会に入会しない理由は何ですか。（複数選択も可） 

□ 入会金が高い。 

□ 年会費が高い。 

    □ 入会してもメリットがわからない。 

    □ その他（                 ） 

 

３Ｑ４．入会可否で悩む理由は何ですか。（複数選択も可） 

□ 入会金が高い。 

□ 年会費が高い。 

    □ 入会してもメリットがわからない。 

    □ その他（                 ） 

 

３Ｑ５．技術士二次試験の準備において苦労していることがありましたら参考にお聞かせ下さい。 

     また、日本技術士会への要望がありましたらあわせてお聞かせ下さい。 
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４．部会に関するアンケート 

 

４Q1.所属する部会または支部（以下部会・支部という）の活動内容をおおよそ知っていますか。 

□ 知っている。 

    □ 知らない。 

    □ その他（                 ） 

 

４Q２．所属する部会・支部の活動内容をどのようにして知り得ますか。 

□ 月刊「技術士」の会合・行事予定。 

□ 所属部会から開催案内。（同報メールなど） 

□ 会員からの連絡。 

□ 知り得る方法がない（４Q５.に進んで下さい） 

    □ その他（                 ） 

 

４Q３．所属する部会・支部の活動に、おおよそどの位の頻度で参加していますか。 

□ ほとんどに参加している。（４Q５．に進んで下さい） 

□ ２／３程度参加している。（４Q５．に進んで下さい） 

□ １／２程度参加している。（４Q５．に進んで下さい） 

□ １／３程度参加している。（４Q５．に進んで下さい） 

□ ほとんど参加していない。 

    □ その他（                 ） 

 

４Q４．部会・支部の活動にほとんど参加していない理由をお聞かせ下さい。 

 

 

 

 

 

４Q5．部会・支部の活動は、二次試験を受験するための IPD として有効ですか。 

    □ 大いに有効である。 

    □ どちらかと言えば有効である。 

    □ わからない。 

    □ 受験には有効でない。（受験にはほとんど役立たない） 

    □ 受験のための IPD としては全く有効でない。（受験には全く役立たない） 

    □ その他（                 ） 

 

４Q６.修習技術者として部会に希望したいことをお聞かせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

          アンケートにご協力いただきありがとうございました。 




